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 政府交渉資料 「六ケ所・東海再処理工場の危険性」                 2015.1.30  
1) 原子力規制委員会（NRA）六ケ所再処理事業審査経過 （審査とは別にヒアリングが実施されている） 
・	 2013.12.18 核燃サイクル施設新規制基準「再処理施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則」施行  
・	 2014.1.7  日本原燃(JNFL) 六ケ所再処理施設に関する新規制基準の審査申請書をNRAへ堤出 
         「原子炉等規制法第44条(事業指定)の４第１項の規定に基づき事業変更許可申請をいたします」 
    1.17  NRA事業審査開始 更田委員チーム（事故対策）、島崎委員チーム（地震・津波対策） 
   5.30 JNFL 新規制基準の一部補正申請書をNRAへ堤出 
  6.19  第23回審査会「重大事故の対応不備、審査段階にない申請書だ」など批判あり 
  8.29  JNFL 新規制基準の一部補正申請書をNRAへ堤出(第2回目) 溢水、火災等 
    9.9   第27回審査会 火山監視について質問多し 
  10.    17日審査会（島崎委員から石渡委員に変更）27日（更田委員から田中知委員に変更） 
  10.30  JNFL 10月竣工を2016.3に延期（21回目）当初審査6ヶ月、工事・竣工検査4ヶ月の予定  
  10.31  JNFL 新規制基準の一部補正申請書をNRAへ堤出(第3回目)  
   11.28  JNFL 新規制基準の一部補正申請書をNRAへ堤出(第4回目) 8.29堤出以外の爆発、飛散物等   
  12.26  JNFL 新規制基準の一部補正申請書をNRAへ堤出(第5回目) 重大事故蒸発乾固、貯蔵プール 

・ 2015.1.9 第39回審査会 担当官「ヒアリングで済まそうとしてはいけない、審査会で説明をすること」 
    1.末 JNFL 新規制基準の一部補正申請書をNRAへ堤出(第６回目)予定、水素爆発、溶媒火災等 
 ＊10月田中知委員にチームが引き継がれ、チーム官僚委員の追及する勢いが弱まってきている。また 
 今年に入り、審査会が週に1回程度の割合で進められ各委員が下調べをする時間などゆとりがな  
 くなってきているのではないか。ちなみに11月には1回、12月には2回行われている。 

   * 審査 http://www.nsr.go.jp/activity/regulation/tekigousei/nuclear_facilities/REP/rep_01.html 

 

２）原子力機構、東海村の核燃料再処理施設を廃止へ 2014.9.29 日本経済新聞 
日本原子力研究開発機構は 29 日、茨城県東海村にある使用済み核燃料の再処理施設を廃止する方針

を明らかにした。東京電力福島第１原子力発電所事故後に強化された規制への対応に１千億円以上の費
用がかかる見通しとなり、存続は困難と判断した。2015 年度以降に廃止に向けた具体的な計画をまと
める。同日午前に開いた同機構の改革検証委員会で表明した。東海村の施設は原発の使用済み核燃料か
らまだ使えるウランやプルトニウムを取り出す再処理の技術を確立するため、1981 年に稼働した。こ
れまでの処理量は 1140 トン。使用済み核燃料の再処理を巡っては、日本原燃が青森県六ケ所村で大規
模な工場の建設を進めている。東海村の施設から同工場への技術移転はほぼ完了したという。 
福島第１原発事故を踏まえて原子力規制委員会は昨年、再処理施設などを対象に規制基準を導入した。
地震対策などが強化され、東海村の施設でも大規模な改修工事などが必要になっていた。 
 

３）要請１両再処理工場 貯蔵高レベル廃液貯蔵量と含まれる核種と濃度  

４）セシウム
137 比較 
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５）高レベル廃液（高放射性廃液）  東海再処理工場の貯槽内部→ 
 高レベル廃液は内蔵放射能の崩壊熱を除去するため絶えず冷やさな
ければなりません。また放射線分解水素が発生するため掃気しなければ
なりません。 
東海再処理工場には貯槽10基(90ｍ

３
☓4基、120ｍ

３
☓６基) あり 

 冷却が止まると48~53時間で沸騰、掃気が止まると33~140時間で
水素爆発の濃度に達するとJAEAは国へ報告している。 
六ケ所再処理工場には貯槽10基（120m

3
☓４，70・25・５ｍ

３
各２基）

冷却が止まった場合24時間程度で沸騰、掃気が止まると35時間程度で
水素爆発の濃度に達すると報告されている。しかし専門書では15時間
ほどで沸騰すると記載されているものもあり、事業所からの推定値は過小評価の可能性がある。 
＊この廃液をガラスで固めたガラス固化体の側にいると20秒ほどで死亡する放射線を浴びる。 
 
６）要請２西ドイツ政府が行なった       
再処理工場重大事故評価77.1.15毎 

８）原子力施設狙いロケット弾 ハマス イスラエル南部、被害なし 2014 年 7 月 10 日   東京新聞夕刊 
 【カイロ＝中村禎一郎】イスラエル南部ネゲブ砂漠にあるディモナ原子炉を標的に、イスラム原理主義組
織ハマスが実効支配するパレスチナ自治区ガザからロ ケット弾が九日、発射された。ロケット弾は撃ち落と
されたり、目標を外れたりしており、被害やけが人は確認されて
いない。ロイター通信が伝えた。 
＊イスラエル空軍は1981年6月7日にイラクが建設中の原子炉
を空爆で破壊しました。 

 
９）八甲田山の岩体膨張 ウィキペディアより 
 2012 年時点では気象庁が 24 時間体制で監視する全国 47 の活
火山

[1]
には入っていない。しかし、周辺にある気象庁や防災科学

技術研究所等の地震観測施設により地震の観測が行われてい
る [2]。 東北地方太平洋沖地震（2011 年 3 月 11 日）以降、八甲
田山周辺を震源とする地震が増加している。また、2013 年 2 月
以降、山頂直下を震源とする地震が散発的に発生している

[2]
。一

方、GPS 観測により山体が膨張してるように見える
[3]
として

2013 年 6 月 18 日に気象庁が観測機器を新たに設置し、監視を
強化した事が報道された

[4]
。2013 年 9 月からは、東京大学地震

研究所と東北大学噴火予知研究観測センターらによる 12 箇所の
観測点による重力観測が実施されている

[5]
。 

 

 

7) ノルウェー政府評価英国セラフィールド再処理工場で高
レベル廃液の重大事故が起こればノルウェーの国土の半分弱は
チェルノブイリ事故の永久管理区域に相当する結果になった。 

 

2009.7 貯蔵中の廃液 1000ｍ
３
の 10％が大気へ放出された時 

 http://sanriku.my.coocan.jp/NRPreport0903.pdf 

 
高レベル廃液タンク100m3が破壊されその１％
が外部に放出された時、1ヶ月被ばく線量 
1 レム＝10mSv「核燃サイクル施設批判」高木 
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 10) 世界における再処理工場の事故例  

 ＊2009.1.21 六ケ所再処理工場セル内に高レベル廃液150Lを漏洩（セシウム137比較で広島の約20倍） 
 
11) 要請３ 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12) 
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13) 要請４ EPZ:緊急時計画区域とUPZ：緊急時防護措置区域 
 原発のEPZは原発から半径８~10kmだった。再処理工場は半径5kmになっている。 
3•11後原発のEPZは廃止になりUPZに統一され半径30kmになった。再処理は現在もEPZが残っており、現
在原子力規制委員会NRAで検討中と聞いている。 
 
14)東洋大渡辺教授M８地震を想定                            下図：東海再処理工場の過酷事故評価 

   1レム＝10ミリシーベルト 
   図は被ばく線量上限の目安 
  「核時代を生きる」講談社現代新書 
  高木仁三郎著 より 
  再処理工場が爆撃されたなら 
  ＊1億キュリーとの仮定とした計算。 
現在東海工場に丁度約１億キュリー貯蔵 
  されています。 
 
 
 

 
15) 超高濃度トリチウムを大量に海洋へ放出！福島県漁連協定1500Bq/kgの約１１万倍！アクティブ試験 

 

 

 

 

 

六ケ所再処理工場アクティブ
試験で使用済み核燃料は425
トン処理されました。 
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16) 42年前再処理工場から放射性物質を放出しない政策が打ち出されたのですが・・ 
  1973.3.31 朝日新聞  原子力政策を見直し、原点に戻り考えるべきです。 
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